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A B C D

・目標は施設や地域の特性を活かしているか 12 7 1 0

・目標は、全職員の共通理解を図っているか 9 8 3 0

・指導計画は教育保育計画に基づき作成しているか 14 4 2 0

・幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく、援助・支援を適切に

行っているか
12 6 2 0

・子どもの人権に十分配慮し、互いに尊重する心を育てているか 8 11 1 0

・障害のある子どもが安心して生活できる保育環境が整備され、教育保育

の内容や方法に配慮されているか
4 12 4 0

・小学校との連携や就学を見通した計画に基づいて、教育保育の内容や方

法、保護者とのかかわりに配慮されているか
7 12 1 0

・モンテッソーリ教育は、子どもたちの発達にあわせて環境を整え、活動

しているか
7 9 4 0

・行事のねらいに沿った計画を立て、適切に実施しているか 8 9 0 3

・食育を通して、子どもたちが楽しく食べ、食べる意欲が育つように工夫

しているか
10 8 2 0

・食物アレルギーは、個別に配慮して食事を提供しているか 18 2 0 0

・年齢に合った保健対策（発育・発達の把握、SIDS予防、感染症対策）

を講じているか
15 4 1 0

・避難訓練や交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施しているか 18 2 0 0

・乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図って

いるか
14 5 1 0

・子どもの発達などについて、懇談会などの話し合いの場に加えて、保護

者と共通理解を深めるための機会を設けているか
14 5 1 0

・地域の親子が遊べる場や、育児相談などの機会や情報の提供を行ってい

るか
17 3 0 0

・一時預かり保育や休日保育の利用者にとって安心できる場になるよう努

めているか
18 2 0 0

・第三者評価を導入し、施設運営に反映しているか 13 6 1 0

・職員の研修ニーズを把握し、職員に必要な研修機会を確保し、参加体制

の充実を図り、内容を園内に還元しているか
11 9 0 0

・研究・研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映させてい

るか
4 14 2 0

・職務内容や相互の連携に必要な情報の共有方法が明確で、協働できる体

制になっているか
3 11 5 1

・運営改善の課題について把握し、計画的な取り組みを行うとともに、定

期的に検証・見直しをしているか
6 11 3 0

守秘義務の遵守 ・利用者に関する個人情報を適正に取り扱っているか 17 3 0 0
職員研修（採用時、危機管理等）や業務での使用

時に確認し、適正に取り扱っております。

・施設内外の設備や遊具の安全点検を計画的に行い、遊具や用具等を活用

しやすいように整理、保管しているか
13 6 1 0

・災害や不審者等に対応する整備を行っているか 14 6 0 0

出納・経理 ・各種会計を適正かつ適切に処理しているか 12 7 1 0
法人本部と連携し、処理委しております。
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項目 内容
評価

A：十分達成している　B：ほぼ達成している　C：検討を要する　D：改善を要する

備考欄

＜教育保育目標＞

・明るく元気な子ども　　・思いやりのある子ども　　・みらいを創造する子ども

＜概況報告＞

教育保育理念の基、日常の生活を重視し、一人一人の成長発達を大切に育んでまいりました。また、当園の教育保育目標を活動の都度掲げて説明していきながら、

親子体験型の行事を開催し、家庭と連携して共に笑顔で子育てができるように、そして安心して些細な不安にも声を上げやすいよう、毎日の信頼関係づくりを努め

ました。子育て支援棟では地域の関心も高く、たくさんの方にご利用していただけるようになりました。

＜教育保育理念＞

　全ての子どもたちが笑顔で成長できるよう、生きる力を培います

　子ども一人一人の自主性を大切に育みます

施設・設備

木育事業の補助金を活用し、園庭遊具や果樹園を

整備しました。安全計画の基、毎月の避難・消火

訓練を行っております。

定期的に職員会議や職員研修の際に周知し、共通

理解を図るよう徹底しました。

次年度もわかりやすく周知できるように工夫し、

取り組んでまいります。

安全と健康を第一とした教育保育の運営に努めま

した。教育保育環境やモンテッソーリ教具の整備

も、補助金を活用し充実を図りました。親子体験

型のイベントや、日常生活で四季を感じ文化を学

べる行事を計画しました。

幼保連携型認定こども園教育保育要領を読み解

き、より質の高い教育保育を計画し、実践するよ

う心掛けました。

次年度も、教育保育の質の向上に取り組んでいき

たいと考えています。

今後の課題として、計画に基づいた教育保育や行

事運営を職員が共有理解を持って取り組めるよう

に行ってまいります。

感染症の流行もほぼなく、子どもたちも職員も元

気に過ごすことができたのは、家庭と連携し、

日々の健康衛生管理や健康指導の成果であったと

捉えています。

今後も日常の生活を重視し、一人一人の成長発達

を大切に育んでまいります。また引き続き、職員

間の連携・共有を行い、家庭と相互連携し、健

康・安全に努めてまいります。

第三者評価を受審し、保護者の意見やニーズに合

わせた施設運営に努めてまいります。

子育てひろば棟（つどいのひろばもも）の事業を

実施し、安全に楽しく過ごせるように配慮しまし

た。

休日保育事業では、他園からの利用者にも安心し

て過ごしていただけるよう努めました。

法人の育成プログラムによる職員育成、法人研修

（危機管理、モンテッソーリ教育等）、外部研修

の充実を図り、職員の資質向上に努めました。ま

た資格取得（モンテッソーリ教育他）の推進も

行っております。

日常業務では、ICT活用による業務軽減を図りま

した。

今後の課題として、職員間の情報共有や計画的な

取り組みが行えるように改善してまいります。

教育保育につい

て

健康・安全につ

いて

開かれたこども

園づくり

職員の資質向上

及び職員間の連

携

教育保育目標


